	第2回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：清水尚美・磯沼智香

	講義内容：緊急時の対応について　　　　　　講師：橋本彩花・杉澤八重子

	日　　時：平成20年6月17日、18日（2日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①緊急事態に備えて

　　　　　②緊急時対応の流れ

　　　　　③救急車の呼び方

　　　　　④気道確保・心臓マッサージ

　　　　　⑤実習

· パワーポイント参照

　　　　参加対象者　　　　78名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　55名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　5名　

　　　　　　　　※参加率＝当日参加者÷参加対象者＝70％
　　　　　　　　アンケート提出者　55名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　40名

· 楽しかった･･･　　10名

· 難しかった･･･　　3名

· つまらなかった･･･　0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 緊急時の再確認が出来た。

· 物品の場所や使い方、対応手順を理解することが出来た。

· とにかく落ち着くことが大切だと感じた。

· アンビューを使い方。

· むせ込んだ時、背中を叩くとますます奥にいってしまうことが分かった。今までやっていたことが危険なことだと気付いた。

· 意識の確認方法。心臓マッサージの方法。

· アンビューで１秒で２回空気を入れ、心マを30回。異物が詰まったら、背中を叩くのではなく、ハイムリック法を行う。

· 昔とは心肺甦生法が変わったので、その部分について役に立った。

· 誤嚥時の対応。手技が分かった。

· 緊急時は、１人で行うのではなく、必ず誰かを呼んで最低でも２人で行わなければならないと思った。

3． 質問したいこと

· もし、アンビューがなかったらガーゼなどを使って、口でやったほうがいいのか？

· ひどい出血など、外傷のある場合の対処方法。

· 状況によって違うとは思うが、まず1番最初になにをするべきか知りたい。

　　　

４．今後のテーマの希望

· 同じテーマで、次回は実践練習を中心にやってもらいたい。

· これからも同じテーマで毎年行って欲しい。

· 実践を取り入れると分かりやすくてとてもいい。

５．感想等

· 夜勤時とか人数が少ないときはとても大変だと思った。

· 緊急時は落ち着いて行動できるように、きちんと頭に入れておくことが必要だと思った。

· 実際、人形を使ってやったので分かりやすかったが、実践できるかすこし不安である。

· 実際にその場にいた時、自分の役割をきちんとやらないといけないと思った。

· 改めて、緊急時の動きがわかっていないことを実感した。緊急時に使う道具などの場所も再確認しておこうと思った。

· 落ち着いて実践できるようにしたいと思う。

· 南寿では、看護が常駐していないので、入所者の変化に特に気をつけたい。気道確保、心臓マッサージなど、再度確認したい。

· 実際に実践させてもらったので、なんとなく感覚がつかめました。いつ急変があるかわからないので、いつでも対応出来るようにしておきたい。

· 一連の流れを実際に行う事で、とても分かりやすかった。

· あいまいな所が確認できたので、定期的に研修を行って欲しい。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

　今回は緊急時の対応という事で、実践を取り入れた研修となりました。いつ起こるかわからないし、いつ起こっても不思議ではないせいか、みんなとても真剣に聞いているようでした。実践を取り入れるのは分かりやすいと好評だったので、今後も実技を取り入れた研修をしていきたいと思いました。いつも以上に、質問しやすい雰囲気だったため、質問が多く、一人一人の学びが多い研修となったと思います。　


南山苑　研修報告書











